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ビッグデータとは 

Volume 
量 

Velocity 
発生頻度 

Variety 
多様性 

Big Data 

管理が困難 



目的 
• ビジネスの効率化・リスク回避 

o 精度の高い市場動向の獲得 

 

• 新しいサービスの展開 

o ユーザにとってより使いやすいサービスへ 
 

 



背景 
• ハードウェアの価格性能比の向上 

• ソフトウェア技術の進歩 

• クラウドの普及 

• ビッグデータの民主化 



実例（Google） 
• 検索ログの分析 

o 打ち間違い 

o 変換間違い 
 

• 提供されるサービス 

o 誤字修正機能 

o 追加検索語の表示 
 

• より使いやすいブラウザへ 

o 利用者の拡大＋より精度の高い検索機能の実現 





実例（Amazon） 
• 利用者の購入・閲覧履歴の分析 

o 特定の商品間の相関 

 

• 購入・閲覧時に適切な商品を推奨 

o 販売チャンスの増加 

o チャンスロスの減少 

 

• 利用者の拡大 
o 収集データの増加・より精度の高い推奨 

 

 

 
 

ある商品Aを購入後 
商品Bを購入している など 





国内企業の実例・コマツ 
• 世界第二位の建設機械メーカー 

ビッグデータ活用の歴史が長い 

KOMTRAX 

（コムトラックス） 



コムトラックスについて 

顧客や代理店が確認可能 

稼働状況データ 

コマツの国内サーバ 

通信衛星 

インターネット経由で 
情報を共有 

GPS・各種センサ 



コムトラックスの利点① 
GPSを搭載することによって… 

 配車の効率化・盗難防止などの保守管理 

 

各種センサーを搭載することによって… 

 消耗しやすい部品の交換時期のアナウンス 

 燃料の無駄遣いを減らす 

 

適切な利用 
ブランドバリュー 

中古車市場 



コムトラックスの利点② 
• 各建機からの位置＋稼働情報 

o GPSや各種センサから収集 

 

• 国・地域ごとの稼働状況の推移の把握 

o 推移を調べることで今後の予測が可能 

 

• 状況に応じた対応 
o リスク・チャンスロスの回避 

 

地域Aでは建機の 
需要が増えている 

建機の生産量を増やす 
地域Aに効率的に配車 



課題と対策 
プライバシー問題 

 利用目的の明確化・利用者側のメリット 

 

他企業との差別化 

 企業独自のデータや他業界のデータの活用 

 

アイディアを生かせるかどうか 

 迅速なアクションにつなげられる体制・風土 



まとめ 
＜目的＞ビジネスの効率化・新サービスの提供 

 

＜背景＞データ処理環境の整備・データの民主化 
 

＜現在＞様々な企業がビッグデータに注目 
 

＜課題＞プライバシー問題・他社との差別化 
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